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第24・25期新旧理事監事合同会議議事録

日時昭和63年7月27日（水）13：30～15：00

場所気象庁海洋気象部会議室
出席者　山元，浅井，松野，竹内，河村，岡村，村上，

　　　　荒川，中村，能登，山川，浜田，近藤，木田，

　　　　安田，古賀，村松

　報告事項

1）第24期第18回常任理事会議事録は一部修正の上確

　　認された．

2）各委員会報告

「庶務」

　　資料に基づき報告があった．主なものは次のとお

　　り．

　（1）昭和63年度沖縄研究奨励賞の推薦依頼

　（2）昭和63年度東レ科学賞の候補者推薦依頼

　（3）文部大臣に昭和62年度の事業・決算報告を行っ

　　　た．

「会計」

　6月分の収支報告の資料が提出された．

「国際学術交流」

　電力関係会社の基金募集状況について報告があっ

　た．

「研究ノート」

　順調に運ぱれている．，163号が近く出版の予定．

「教育と普及」

　第22回夏孝大学の準備は予定通り進行している．申

　し込みは7月25日現在75名となっている．

「講演企画」

　64年春の大会のスペシャルセッションの呼掛け人を

　「天気」で募集する予定．

「各賞」

　奨励金の候補者募集中．

審議事項

1）会員の新規加入等について

新規加入は賛助会員1，個人会員19名，

　2，退会4名が承認された。

2）第25期選挙管理委員会からの報告

団体会員

選挙管理委員会から選挙の引継事項に関して提案が

あって審議された．その結果主なこととして，

外国在住の通常会員の投票権は有権者として処理す

べきであること立候補者以外の人も投票された場合

1988年10月『

　有効なので，集計に合部名前を出すことなどが確認

　された．その他事務的なことについて担当理事と事

務局が検討結果を選挙管理委員会に回答することと

　した．

3）山本賞，堀内基金奨励賞の投票結果について

　投票総数は各々23票（棄権4票）全票賛成であった．

　　昭和63年度山本賞　矢野順一氏

　　昭和63年度堀内基金奨励賞松井孝典・阿部豊

　　氏　深尾昌一郎氏

4）　「正野」賞の可能性について

　故正野重方氏の御遣族から日本気象学会に寄付を

　し，記念賞を設けることについて打診があった．現

　在すでにある「賞」との関係について審議された

　が，次期理事会への引継事項に含めることとした．

5）　「天気」の内容充実について

　1．会員の希望調査を行うこととし，「天気」折込

　　　のアンヶ一ト案が提示された．その中で，「天

　　　気」と「気象研究ノート」の性格を付記するこ

　　　ととした．また，アンケートの郵送料は学会負

　　　担とすることが承認された．

　2．投稿規定の改訂案が承認された．

6）引継事項について

　第25期理事会への引継事項について資料が提出され

　た．審議の結果，「天気」に経費の軽減を図るため，

　フ・ッピーによる投稿方式の検討を加えることにし

　た．また，事務局体制の刷新についての検討をお願

　いすることになった．

　「事務局」　ア・事務局体制の刷新の検討

　　　　　　　　　会員数の増加，予算規模の増大に

　　　　　　　　　対応

　　　　　　　イ．事務作業の機械化の推進
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「藤原賞」
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会計のチェック体制の強化の検討

64年度沖縄大会の支援

事務局作業の機械化の推進

チェック体制め強化の検討

印刷方式，その他の変更の実施

印刷方式の変更の検討（26期に実

施）

フ・ッピーによる投稿方式の検討

受賞者の数「1名」を「原則とし
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　　　　　　　て1名」に細則の規定を変更

「堀内基金奨励賞」

　　　　　ア．担当理事を設ける

「各賞」　　ア．技術賞（仮称）の設立の検討

　　　　　イ．　「正野賞」の設立の検討

「国際学術交流」

　　　　　ア．募金活動の推進

「総合計画」ア．1990年AGU総会開催の協力の

　　　　　　　　　　検討

　　　　　　　　イ．1993年IAMAPの招致

　　「学術用語」ア．常設委員会は第24期をもって終了

　　　　　　　　イ．将来の文部省の動きに対応できる

　　　　　　　　　　体制

理事長挨拶

　最後に山元理事長から第24期理事，監事の協力に対し

　て感謝の意を述ぺられた．

関西支部第10回夏季大学の報告

　日本気象学会関西支部主催の夏季大学は今年で10回目

を迎えました．

　大阪管区気象台をはじめ近畿2府4県と大阪市の各教

育委員会から後援を得て，8月1日～3日の3日間大阪

府立労働センターで開講しました．

　受講生は47名（内訳は小・中・高校の教職員が全体の

23％，学生14％，一般63％）で昨年に比ぺて受講生は約

半数となりましたが，大阪管区・舞鶴海洋気象台から延

べ8名の方々が聴講され，好評のうちに無事終了しまし
た．

　今回の全体テーマは“気象予報と防災（災害）一気象

と生活一”で，過去の災害の例を上げながら，われわれ

が生活を営むうえで気象予報と防災・災害はどのように

かかわっているのかを理解していただくことを狙いとし

ました．

　開講にあたり，村松久史支部長（京都大学防災研究所

教授）が海外出張中のため，松崎理事（大阪管区気象台

技術部長）が開講の挨拶をされました．以下，講義題目

と見出しから内容をご推察願います．

第1日目

○災害論r気象予報と防災の限界』一気象災害の変遷一

　　光田寧教授（京都大学防災研究所）

　　災害と対策，気象災害の特徴，災害の発生確率，気

　象災害の形態，災害の発生機構，災害を生じる気象的

　外力，気象災害の発生の確率，気象現象の確率，再現

　確率値の決定の問題点，防災対策．

・大阪における水災害の歴史的変遷

　　河田恵昭助教授（京都大学防災研究所）

　　大阪平野の地形特性，大阪の氾濫災害の変遷，高

　潮・津波の極値統計解析の適用性．

第2日目

○予報実習r天気図から何を読み取るか』

　　池田浩予報官・山本二郎予報官（大阪管区気象台）

　　地上天気図の理解と書ぎ方，四季の天気図、自分で

　もできる天気予報．

第3日自

○折々の注意報『注意報からみる暦』

　　中島肇予報官（大阪管区気象台）

　　大阪の四季，注意報の歴史．

　第3日目の午後に当台現業3課の見学を1時問位で予

定していましたが，昨年の見学中止のためか受講生は非

常に熱心で，専門的な質問も多く，30分ほど時間を延長

しなければなりませんでした．

　毎年，受講生を対象にアンケートを実施しています

が，「今回の夏季大学全般にわたっての感想・意見」の

設問で，①大学でも気象学を勉強したが，理論中心で，

この講座のようなことは余りなかったため，いい勉強に

なった．②講義時間を延長して欲’しい，③すばらしい講

義だったのにもっと多くの人に勉強して欲しかった．な

ど各講義とも概ね理解でき受講して有益とする回答が多

く，全般に好評でした．また曇次回の夏季大学の開催に

ついては，回答総数38人全員の方が開催したほうがよい

という意見で，担当者には励みになるものです．

　なお，今回の開催に当たりご協力いただいた多くの方

々に深く感謝します．
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